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CReceived Feb. 10， 1995) 
This paper aims to clarify the French Neo-classicist Quatremere de Quincy' s 
viewpoint on the ancient city. Consulting his articles in “Encyclopedie 
methodique， Architecture" and “Dictionnaire historique d' architecture"， 1 try 
to present the relation between city and architecture. Moreover the foundation 
of Rome by Romulus is vividly described with the article written by Louis de 
Jaucourt in “Encyclopedie ou Dictionnaire raisonne". Quatremere de Quincy 
argues the ancient cities such as Rome， Syracuse， Rhodes， Halicarnassus and 
Pompeii. His description is so interesting that the essence of city could be 
abstracted from there. 
S 1 はじめに
フランス近代の考古学者・建築理論家アントワーヌ=クリゾストーム・カトルメール・ド・カン





































れるo 一方ラテン語のcivitasは、市民の意である civisCキウィス)の集合名詞である O この他にエ














同類語とも考えられるO いずれにしろ、 villeはurbsではなく villaに関わるわけであるO それでは
先ほど内容的に関わるとした、 villeとurbsの関わりはどうなっているのであろうか。 urbsは文字
通り都会を表わす語で、とりわけ大都市ローマを指す場合もあったことから、 urbsとvi1laは一種
の対語であると考えてよさそうである O あるいはvillaは、第二の urbsであると言ってみてもよさ




civis(市民)の集合体civitas~こ由来する O そして同じく civis からきた civil( シヴィル、フランス語
で「市民の」の意)と連なっているO 明らかにciteは、市民社会、制度としての都市に関わってい
る。それゆえ、ディドロ、ダランベールの『百科全書』にせよ、カトルメールの辞典にせよ、都市
論として扱われる項目はvilleなのである O この辺りの論議を整理するためには、 『建築歴史辞典」
では削除されたものの、 『分野別百科全書・建築』第一巻(1788)には記載されている項目 iCiteJ














して用いられる O 古代人の場合のこの語の真の意味については、 『古代辞典』のキウィタス
(civitas)なる語を参照せよヘ
ここではカッコで示したように、発祥の地(中心地)とか中心都市とかがciteの訳語である C ま







のまま残り、 cityが「都市」として核(あるいは格)を維持し続けたと言えよう O そして、 「町」の
意味はtownが受けもった。 townは壁または塀で固まれた場所、農場、村を意味する古英語tun




























































































6卜ワーズ[約9.7m '""11. 7m]、奥行が7、8トワーズ[約13.6m '""15.6m]必要であり、家屋
と同じ広さの庭も必要となるO それゆえ、ひとつの通りともうひとつの通りとのあいだの距離
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